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「いつまでも 安全安心 いきいきと」した 岡崎のまちづくり  

引き続き「岡崎に住んで 本当に良かった」と思って頂けるように取組みます！！ 

   

まちづくり 
３政策 

すこやかな 
発展を続ける 

おだやかな 
暮らしを守る 

のびやかな 
人生を歩める 

政策実現に向けての取り組み 
今回の報告
事例 

小中学校 水泳事業について 

（市政レポート№27掲載事項 続き） 

 
◆プール設置状況：小中全６７校に設置 
◆老朽化が進んでいる（約６割が築30年経過） 

◆教職員の負担軽減を図る（働き方改革） 
◆夏期間（屋外）しか使用されない施設 

 
◆全国的に超高齢化の社会となる 
 （高齢化率 全国：R1 28.4%、岡崎市：R2 23.2%） 

◆ペダル踏み間違い等の誤操作事故の多発 
◆自動車の安全利用を図る（組織内議員として） 

安全運転支援装置について 

 学校プール維持管理に関わる費用（１校当たり） 

 ・改築費用：約1.8億円/校（小学校標準仕様） 

 ・20年ごとに防水改修費や解体時の工事費 
 ・保守点検費（ろ過費等）、光熱水費など年間 
  維持費：220万円/校 
 【1校あたり年間換算発生費用】 
 条件：65年間使用した場合 
   年間 690万円の費用負担 
 （改築・防水・解体：470万円＋維持費：220万円） 

◆実施モデル校 愛宕小学校、新香山中学校 
◆期待される効果 
 ・気候や天候に左右されない（室内）授業運営 
 ・専門的な指導及び教職員の負担軽減 
 ・将来的な学校プール施設への発生費用削減 

◆国、県、市町の組織内議員と連携し国に要請 
 条件：６５歳以上の運転免許保有者 
 【補助内容】            （上限額：円） 

 
 
 
 
 【割合のイメージ】 例：後付け機器８万円の場合 

私の想い 

連合と共に働きかけた政策が実現！ 

高齢者による踏み間違いの防止を図る 

 民間プールを活用したモデル授業実施  後付け安全運転支援装置への補助設置 

実現される取り組み 

将来を見据え公共施設の運営を見直す 

障害物検知機能 国 県 岡崎市 

あり 4万 3.2万 3.2万 

なし 2万 1.6万 1.6万 

国 
４万 

県 
1.6万 

市 
1.6万 

８万円 個人負担 
８千円 

※開始時期、手続き方法など確認後 購入願います。 
 （確認先：市民生活部 安全安心課 TEL 23-6277） 

市の補助制度がない
自治体は国のみ 



   

◆対象 ： 認知症高齢者事前登録者のうち 
  介護認定（利用者負担1・2割）を受けている方 
◆支援内容 ： 賠償責任保険料の全額市費負担 
◆賠償責任保険の内容 
  補償金額 最大1億円 

３月定例会の詳細については、 
下記ドメインまたはＱＲコードを読んで頂き、 
市政レポート№29  定例会編をご確認願います。 

編 

集 

後 

記 「鈴木  ひでき」検索 
 でも見れます！！ 

http://www.giin-dnwu.com/suzuki_hideki/ 
＜ホームページのドメイン＞  

～３月定例会編の内容～ 
・令和2年度一般会計予算 
・空き家等対策条例の制定 

市政の 
話題満載！ 

＜ＱＲコード＞ 

高齢者による渡橋逆走対策について 

くらしの相談の取り組み 皆さんの声を実現します！ 

高齢の方などに安心して運転ができる道路整備を進める 

子ども医療費の助成拡大！ 

（2020/2/6 打ち上げ時点） 

トピックス 

岡崎版GIGAスクール構想 

【拡大の経緯】 
・子供の健やかな成長支援 
・子育て世代の経済負担軽減を図る 

【経緯】 
・2015年OECD（経済協力開発機構）が「生徒の学習 
 度到達調査(PISA)」の結果、コンピュータを 
 使う頻度が調査国内で下位に位置していた。 
・2018年3月時点、教育用端末1台当たりの児 
 童生徒数は、全国平均5.6人/台であった。 
 
Society5.0社会の到来⇒全国一律のICT環境整備 
【GIGAスクール構想】 
 「児童生徒1人1台端末の実現」（文部科学省） 

 目標年度：2023（令和5）年度までに 新たな高齢者見守り支援 

◆助成時期 ： 令和2年9月から 
◆助成内容 

0～15歳 16～18歳 

入院 無料 無料（拡大） 

通院 無料 ― 

【新設の経緯】 
・認知症高齢者等の不測の事態に備える 

正しい走行レーン 

逆走行レーン   ◆高齢者を正しい走行レーンに誘導 
    するため交差点の改良を進める。 

私の想い 

私の行動 

Step1：現地確認(2/6)・県議へ打上(2/13) 

Step2：現在、西久保県議が警察と調整中 

【確認結果】 
・現地は県道48号線 諏訪交差点 
・岡崎市内方面に右折し、正しい走行レーン 
 に入るには、中央分離帯も含めた3車線 
 分を越える必要がある。 
・市道に対し県道が少し高く、中央分離帯   
 を歩道と錯覚する恐れがある。 

市道 

県道 

◆導入対象 ： 小中全67校 小4～中3全児童生徒 
        ※当面は学校内にて使用保管をする 
◆導入時期 ： 2020（令和2）年度中（県内先駆け） 
◆整備内容（2019（令和元）年度補正額中）  
  端末 (iPad) （児童・生徒18,627台+教職員用1,500台）  

  と校内通信環境を整備し早期実現を目指す 
◆整備金額 ： 約13憶1,606万円 
 

※GIGAとは、「Global and Innovation Gateway for All」の略 


